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わが国は戦後の奇跡的な高度成長を遂げて、金銭的豊かさは世界トップレベルとなっが、経済の高度成

長に合わせて行われた社会基盤の整備が、環境破壊と景観の醜悪化を招いた。潤いのある快適な街を目指

すため、どんな景観を必要とするかが、大きな課題となっている。 
本論文では快適でゆとりとうるおいのある生活の実現に向け、住宅地の緑化を中心にその景観の評価を

行う。緑化は景観形成において大きな役割を担っており、まちの印象を左右する大きな要因である。した

がって、緑化を評価することは重要であり、定量的に評価を行える「緑視率」を用いることで、その地域

における景観の課題が検討出来た。 
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1. 背景と目的 
 
(1) 背景 
わが国は戦後の奇跡的な経済の高度成長を遂げて、豊

かになった。外貨保有高は大きく、世界一の債権国とな

り、国民平均所得もイギリスやフランスの約２倍で、Ｇ

ＮＰはアメリカ、中国に次ぐ世界第３位であり、金銭的

豊かさは世界トップレベルとなった。 

 経済成長をしたわが国は環境問題がクローズアップさ

れるようになったが、その理由には、急速な近代的工業

化による公害の発生が主原因であるものの、経済の高度

成長に合わせることに気をとられて、社会基盤の整備が

逆に環境破壊と景観の醜悪化を招いたことも見逃せない

大きな原因の一つになっている。１） 

また、高橋ら２）は、現在都市においては緑被率や緑

視率による緑量調査などが進められているが、まだ一般

化しているとは言い難く、都市や街路における緑化計画

の指針として、今後は人の評価を基にした指標が必要で

あると考えられる。また緑景観については、既住研究で

も多く扱われており、一般的にも緑が街路景観や住環境

に良い影響を与えることが知られているが、緑被率と緑

視率の関係や、住民の意識を含めて総合的に扱ったもの

はほとんど見受けられないと示している。 

長谷川ら３）は、居住環境における緑は、景観を構成

する要素の中でも最も重要な位置を占めるとしている。 

大木ら４）は、緑化景観には緑視率が用いられるが、

より現実的に即した評価が行えるように視野角度別緑視

率による評価方法を提案し、有効な手段であると示した。 

(2) 目的 
本論文では快適でゆとりとうるおいのある生活の実現

に向け、住宅地の緑化を中心にその景観の評価を行う。

緑化の評価には緑視率という概念を用いて、緑化の度合

いについて定量的な調査を実施し、評価を行う。緑化は

景観形成において大きな役割を担っているため、まちの

印象を左右する大きな要因でもあり評価することは重要

である。また、大東市内にある緑道についても住宅地同

様、緑視率を用いて定量的な評価を行うとともに、この

地域における景観の課題について検討し、『安定した暮

らしを支える環境が整ったまち』づくりに貢献出来るこ

とを目的とする。 
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2. 緑化とまちづくり 
 
(1) 緑化の背景(意識の高まり) 

 景観整備の中で、緑化が大きな位置づけをもっている。

“公共施設の緑化”“道路と広場の緑化”“樹木と樹林

の保全”“水辺の公園・緑地・遊歩道の整備”“コミュ

ニティ広場と公園の整備”と様々だが、景観の基本とな

るのが緑地とオープンスペースであって、景観資源の根

源でもある。樹木の存在や植栽を行うことなどにより、

新緑や紅葉をめでたり、花や実による四季を感じること

が出来る。なお、樹木が成長して並木道となれば、地方

部の一般道路では歩行者にとって絶好の木陰道となるだ

けでなく、視線を奥の方向へ誘導するビスタとなったり、

独立樹は人の注目を集めるアイストップとなったり、巨

木は絶好のランドマークとなる。 
(2) 西宮市における緑化の取り組み 

西宮市では、市全域を「景観区域」に指定し、特に重

点的に都市景観の形成に取り組むべき地区を「景観重点

地区」として定めている。方針として、自然環境や歴史

的背景など景観資源の豊かなまちを目指しており、住宅

景観、商業景観、産業景観、自然景観において緑化を促

進するよう働きかけている。緑化の取り組みの対象領域

を道路や広場、河川や山なみなど市民に共有される公的

な空間と、公的な空間から見える私有地の部分（境界領

域）の両方を取り組みの対象としている。 

(3) 芦屋市における緑化の取り組み 

芦屋市では、平成２１年に市全域を「芦屋景観地区」

に指定し、また、芦屋市の最も重要な景観を有する地域

である芦屋川の個性と風格のある美しい景観を守り、優

れた景観の創出を実現するため、芦屋川沿岸のうち南部

地域を「芦屋川南特別景観地区」として指定したが、平

成２４年４月１日より、芦屋川沿岸の北部地域を追加し、

「芦屋川特別景観地区」と名称も変え改めて指定をして

いる。緑豊かな美しい芦屋の景観を目指しており、十分

な植栽を施し、通りと建築物が一体感のある緑豊かな空

間とすることを目指している。緑化に関する基準として、

敷地内には、低・中・高木を適切に配置し、緑化に努め

るとともに、既存する緑をできるだけ保存するなど、建

築計画と一体となった植栽計画を行なうよう市民に求め

ている。 

(4) 生駒市における緑化の取り組み 
 生駒市では、平成１６年秋に「生駒市緑の基本計画」

を市民参画のもとでとりまとめられ、この計画は、市民

が今後も緑豊かな都市環境のもとで生活し、次世代にも

この環境を引き継いでいくために、おおむね今後２０年

間に、市民と市民、市民と行政が協働して取り組むべき

“花と緑と自然の都市・まちづくり”の基本的な方向を

示している。 

(5) 大東市における緑化の取り組み 
 大東市では、緑に視点をおいたまちづくりの指針とし

て平成１２年３月に大東市緑の基本計画を策定している。

緑の基本計画では、不足かつ地域に公園・緑地を計画し、

一定量を確保するといった、単に緑の配置の考え方を示

すだけでなく、緑の視点からのまちづくりに対する考え

方を示し、都市緑化の推進による美しい都市景観の形成

を目指している。施策の展開として、以下のことを示し

ている。 
① 都市公園の整備することにより地域の人々が日々

利用する緑の拠点を確保する。 
② 既存公園の再整備により、老朽化した施設の改善

や植栽の充実を図り、緑の拠点を維持・形成する。 
③ 幹線道路の街路樹植栽を充実させることにより市

街地の緑量を確保する。 
④ 寝屋川・恩知川の垂直護岸を垂直緑化し、垂直護

岸のイメージをよくする。 
⑤ 生駒山系の樹林地の保全により市街地の背景緑地

としての機能を維持・形成する。 
⑥ 緑道の整備により、緑の拠点への快適なアクセス

ルートとしての機能を向上させる。 
 
 
3. 緑化の定量的分析法（緑視率） 

 

(1) 緑視率とは 

路上に立った人の視野に占める草木の緑の割合のこ

とを示す。一般的に、街並みや地区など広い範囲を対象

にした時の景観規制の指標として用いられている。まち

づくりにおいて緑視率を取り入れることにより景観の質

を高めていくことが期待されている。しかし、今後は分

かりやすい定義を定めるとともに、街全体で緑の連続性

を確保できるように通りや公共空間へ緑視率の適用範囲

を広げていくことが課題といわれている。 
(2) 緑視率の求め方 

撮影した写真により緑視率を測定する。 

①撮影した写真を Adobe photoshop CS5.1 という画像

処理ソフトで開く。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
         図１ 作業画面１ 
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 ②写真の緑の部分を自動選択ツールで選択する。次に

メニューから“近似色を選択する”をクリックすると緑

の部分が選択される。この時選択部分をいったん消去し

緑の所が残っていないかを確認する。残っていたら、消

去した部分を元に戻してから、Shiftキーを押しながら残

っている緑の部分を選択する。これにより、緑の部分が

追加できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図２ 作業画面２ 

  
③緑の選択範囲を反転する。これで、緑以外の部分を

選んだことになる。そして、緑以外のところを消去する。

図３の緑の部分が残った部分である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図３ 作業画面３ 

 

 ④画像の全てを選択し、２段調化をする。２段調化と

は緑の部分を黒にする作業である。どの範囲までを黒に

するか元のカラーの画像を見ながら最も近いしきい値を

選択する。しきい値を換えることで、どこまで緑か、そ

うでないかを決めることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図４ 作業画面４ 

 
 ⑤ヒストグラムを用いて黒の部分の面積を求める。ヒ

ストグラムとはどの色のピクセル（ドット）がどのくら

いあるか、グラフに図示される。二断調化して黒と白に

してしまったため、グラフは2本だけの棒（ヒストグラ

ム）になる。左が黒色のヒストグラム（緑）、右が白色

のヒストグラム（緑以外）を表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図５ 作業画面５ 

  
 ⑥左のヒストグラムを選択すると、緑の比率がわかる。

図６の場合は４３．５５と出ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図６ 作業画面６ 

 
 
4. 緑視率による景観の評価（西宮市・住宅） 

 
 都市や地域、街の大小に関わらず緑化は景観の一部と

して人々に大きな影響を与える。そのことから西宮市の

住宅地の緑化について定量的に評価するために、甲陽園

目神山地区(17ヶ所)、夙川周辺５駅(甲陽園駅、苦楽園口

駅、夙川駅、さくら夙川駅、香櫨園駅)(各4ヶ所)のポイ

ント毎に緑視率を求める。その、定量的評価の結果につ

いて考察をする。 
(1) 調査対象 

撮影対象の家屋に下記の条件を定めた。 

a)甲陽園目神山地区 

① 一戸建ての家である。 

② 植栽がされている。 

③ 地区内をできるだけ広くまんべんなく選

出する。 

b)夙川周辺５駅 
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写真枚数
画像番号 1 2 3 4

1 15.17 22.26 35.19 72.62 2.66 27.3
2 15.25 15.25 1 15.25
3 39.08 23.22 7.56 69.86 3 23.29
4 5.72 19.29 25.01 2 12.51
5 29.94 17.58 47.52 2 23.76
6 16.01 16.01 0.9 17.79
7 35.24 28.69 3.58 17.52 85.03 3.78 22.49
8 30.18 25.4 14.49 70.07 3 23.35
9 14.77 31.43 46.2 1.66 27.83

10 20.91 9.25 30.16 1.83 16.48
11 17.36 16.53 33.89 1.38 24.55
12 9.8 19.69 29.49 2 14.75
13 26.05 13.46 39.51 1.93 20.47
14 38.22 10.77 13.53 62.52 3 20.84
15 21.12 29.05 50.17 1.9 26.4
16 13 15.14 6.57 21.19 55.9 3.95 14.15
17 28.16 20.47 48.63 1.7 28.61

平均 21.17

合計 枚数 緑視率

① 一戸建ての家である。 

② 植栽がされている。 

③ 駅から歩いて近いものを４軒選出。 

④ 夙川、さくら夙川、香櫨園駅間は夙川を

中心に撮影する。 

(2) 撮影方法 

緑視率を算出するための撮影方法として、下記のこと

を考慮した。 
a)全ての家屋に対し道と家屋の境目を画像の底辺とし

撮影を行う。 
b)１枚目は家屋の左辺と右辺の一方を敷地の境目とし、

撮影を行う。 
c)1枚で家屋の全体が撮影できない場合は２枚目以降

画像が繋がるように余裕をもって撮影を行う。 
 

 
         図１ 撮影例 

 

(3) 目神山地区の調査 

目神山地区周辺の地図と撮影ポイント１～１７を示す。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 目神山地区周辺地図 

 

甲陽園目神山地区は、兵庫県西宮市に位置し、六甲山

麓の南斜面に位置する自然に恵まれた緑豊かな住宅地で

ある。これらを維持保全していくため住民が主体となっ

て平成12年に“まちづくり協議会”を設立し、まちづく

りに関する各種の活動に取り組んでいる。市はそれらの

活動を支援しながら、地元住民の発意をもとに「地区計

画」を決定し、敷地の緑化についてのルールとして「み

どりのガイドライン」を策定し、地元住民自らの手で

“みどり豊かなまちづくり”を目指している。これを受

けて西宮市は平成２３年に重点的に景観形成に取り組む

地区として甲陽園目神山地区(約４４．１ｈａ)を景観重

点地区として定めている。平成24年にはこれらの活動が

評価され、平成24年度都市景観大賞「都市空間部門」の

国土交通大臣賞を受賞している。 

a) 目神山地区の緑視率 

 表１に目神山地区の緑視率を示す。 

 

表１ 目神山地区の緑視率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上表では、緑視率を下記の式により求めたものである。 

（算出方法） 

緑視率(％)＝合計(％)／枚数※ 

 

※枚数とは、1件の対象物に対し複数枚写真を撮影した

場合の対象物が写っている横の範囲を枚数換算した数字

である。 

 

例）画像番号１の場合 

１．０ １．０ ０．６６ ＝２．６６ 

１枚目   ２枚目   ３枚目 

b) 緑視率の比較 

図４は表１をグラフ化したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４ 目神山地区のグラフ 

 

 上図では平均値と各家屋の緑視率を比較している。目

神山地区の緑視率は他地区と比べ20％を超え高い水準で

あり、緑視率の偏りも少ない。これは、地区全体として

独自に緑化に対する取り組みを行っているからと考えら
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画像番号 1 2 3
1 8.6 14.78 23.38 2 11.69
2 10.92 6.47 6.83 24.22 3 8.07
3 17.67 28.54 46.21 2 23.11

4 9.92 4.85 14.77 1.28 11.54

画像枚数
合計 枚数 緑視率

れる。 

(4) 夙川周辺５駅の調査 

 夙川周辺５駅の地図と撮影ポイントを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図５ 甲陽園駅・苦楽園口駅間の 

撮影ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図６ 夙川駅～香櫨園駅間の 

撮影ポイント 

 

a) 甲陽園駅の緑視率 

 表２に甲陽園駅の緑視率を示す。 

 

 

表２ 甲陽園駅の緑視率 

 

 

 

 

 

b)  緑視率の比較 

 図７に表２をグラフ化したものを示す。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 甲陽園駅のグラフ 

 

 上図では平均値と各家屋の緑視率を比較している。画

像２，３で数値の差が約１５％あり全体的にばらつきが

生じている。 

c)  ５駅のまとめ 

 a)、b)のように他４駅も緑視率を求め、表とグラフに

し評価を行った。その平均値をまとめ、さらにその平均

値を図８に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      図８ 夙川周辺５駅のまとめ 

 
 全体の平均値に比べ、夙川駅は最も低く、香櫨園駅

は最も高い結果となった。甲陽園駅、苦楽園口駅、さく

ら夙川駅は全体の平均値とほぼ変わらない値になった。 

d)  ２地区(目神山地区・夙川周辺５駅)の比較 
 目神山地区と夙川周辺5駅とでは平均値に約６％の差

が生じている。決して大きい差ではないが、目神山地区

は各ポイントにおいて緑視率のばらつきが少なく平均的

に緑化されている印象がある。夙川周辺５駅については

調査範囲が広いというのもあるが、平均値以下のポイン

トも多く緑視率のばらつきも多い結果となった。 

 

 

5. 緑視率による景観の評価（大東市・緑道） 

 

 大東市の緑化対策として行われている緑道を定量的に

評価するため、諸福緑道、緑ヶ丘緑道、新田緑道、赤井

緑道、深野緑道、栄和町緑道の計６つの各ポイントを緑

視率を用いて分析する。そして定量的評価の結果として

比較し考察する。 
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画像番号 m(メートル) 緑視率(％) 画像番号 m(メートル) 緑視率(％)
1 0 1.92 37 180 0.75
2 5 6.99 38 185 0.39
3 10 10.49 39 190 0.84
4 15 0.57 40 195 3.94
5 20 1.46 41 200 6.61
6 25 9.15 42 205 7.65
7 30 10.25 43 210 6.27
8 35 6.14 44 215 7.76
9 40 10.02 45 220 1.89

10 45 0.31 46 225 4.3
11 50 1.78 47 230 2.14
12 55 7.9 48 235 13.29
13 60 6.32 49 240 3.46
14 65 8.15 50 245 8.18
15 70 5.62 51 250 5.51
16 75 0.92 52 255 8.81
17 80 5.27 53 260 4.6
18 85 9.17 54 265 3.75
19 90 1.76 55 270 0.74
20 95 5.97 56 275 13.89
21 100 2.3 57 280 25.62
22 105 8.82 58 285 16.96
23 110 3.51 59 290 22.12
24 115 0.87 60 295 8.4
25 120 0.93 61 300 19.91
26 125 6.49 62 305 20
27 130 2.42 63 310 10.44
28 135 5.98 64 315 19.09
29 140 1.16 65 320 24.94
30 145 5.37 66 325 21.99
31 150 2 67 330 18.05
32 155 9.21 68 335 10.23
33 160 2.9 69 340 23.26
34 165 14.27 70 345 23.66
35 170 24.54 71 350 23.89
36 175 17.85 72 355 1.72

平均値 6.08

 (1) 撮影対象 

 大東市、おでかけマップ掲載の緑道(旧緑のさんぽみ

ち)のうち諸福緑道、緑ヶ丘緑道、新田緑道、赤井緑道、

深野緑道、栄和町緑道を撮影対象とする。 
(2) 撮影方法 

a)高さは約 140ｃｍ(目線の高さ)、三脚を用いて同じ

高さで撮影を行う。 

b)緑道の入口(０m)をポイント１とし、５mまたは２５

m間隔で撮影を行う。 

(3) 大東市内のの緑道 

 大東市内の地図と緑道の分布を示す。 
 

 
図１ 大東市内の緑道分布図 

 

(4) 諸福緑道の調査 

 図２に緑道の経路、写真１，２に緑道の風景を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 諸福緑道の経路 

 

 

 写真１ ポイント８      写真２ ポイント６４ 

 

a) 諸福緑道の緑視率 

表１に諸福緑道の緑視率を示す。 

 

表１ 諸福緑道の緑視率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) ルートに沿った緑視率の変化 

 図３に表１をグラフ化したものを示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 諸福緑道のグラフ 

 

平均値は他の緑道と比べると最も低い値になっており、

また半数以上のポイントで平均値以下となっている。平

均値を大きく上回っているポイントでは、緑道に隣接し

ている敷地にある植木等の緑の部分が大きく検出されこ

のような結果になっている。半数以上の平均値を下回っ

ているポイントでは花壇に植えられた植木の部分のみと

いうところが大部分をしめており、花壇だけでは緑化と

して不十分と考えられる。 

(5) 緑道のまとめ 

 (４)のように他５つの緑道も緑視率を求め、表とグラ
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フにし評価を行った。その平均値をまとめ、さらにその

平均値を図４に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 緑道の平均値 まとめ 

 
平均値は約２０％と比較的高く、緑道として整備され

ていることとわかる。しかし箇所別にみると、大きな差

があり諸福緑道が特に低いため、理由を調査し改善につ

なげる必要があると考えられる。 
 

 

6. まとめ 

 

(1) 定量的分析による景観の評価(西宮)について 

 西宮市は積極的に緑化を推進しており、関西でも緑

が多い住宅地として甲陽園目神山地区と夙川周辺５駅

(甲陽園駅・苦楽園口駅・夙川駅・さくら夙川駅・香櫨

園駅)を調査し、分析を行った。目神山地区は、調査を

したほとんどの家屋で緑視率の偏りが少なく、地区全体

として緑化に対する意識の高さが伺える。夙川周辺５駅

では、緑視率が目立って悪い駅はなかったが、駅周辺の

家屋毎においては緑視率のばらつきが非常に大きい結果

となった。今後は、緑視率が特に悪いところは改善し、

自主規制の範囲内ではあるがまち全体での活性化をする

ことが求められると考えられる。 

(2) 定量的分析による景観の評価(大東)について 
 大東市は、住居と工業地区が混在している市であるが

その中でも、緑道を設けるなどして市民の憩いの場を提

供している。今回は、その緑道を６つ選出し調査を行い、

分析を行った。緑道毎に緑視率にばらつきがでており、

緑視率の高い緑道でも緑化が十分でないところがあると

いう結果となった。今後は、緑視率が特に悪い緑道やそ

の箇所は緑化の改善を図り、公的な空間だけでなく私的

な空間の緑化を推進することにより、まち全体の緑化を

促すことが求められると考えられる。 

(３)緑視率の算出における今後の課題 

a)緑化の正確な値を求めるために、緑の最盛期である夏

季に緑撮影をすることが望ましいが、今回の調査では緑

の最盛期を少し過ぎた９月１０月に撮影を行わざるをえ

なかった。その為、一部の緑が落下や変色しているとこ

ろがあった。ただ、Photoshopの調節により本来の緑の

色相を補正することが可能であった。 

b)緑視率の検出精度を上げる必要がある。Photoshopに

おいて緑視率を検出する際に、元の緑のパターンを白黒

の画面に変換する際に緑のパターンの形状を変えないよ

うに細心の注意が必要である。その為、この作業にはい

くらかの技術の習熟が必要と感じた。 

c)今後の緑視率算出のためのデータ収集を効率化する。

今回の調査では手持ちのデジタルカメラを用いて一定感

覚の距離と高さで撮影をしたが、GPSによる位置情報を

取り込み、車両などに搭載したカメラにより走行しなが

ら対象物を撮影するシステムを行えれば、緑視率のデー

タ収集をより効率的に行うことができる。 
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